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パインアップル生果貯蔵中の減量(上)

† はじめに

パインアップルも他の果実とInl様にil･.架貯蔵巾

減も'!:(メペ ソ)する｡一般に果実や疏兼頬貯蔵の

最大｢l標は,新鮮度を保持することであるが,5

%も弼llLllすると鮮度が落ち, IFl.I-門が低下するとい

われる｡それでは,パインアップル巣班は貯蔵rll

経田畑こどの位づつ減量するかということと,減

1[1-:を,Lriこす要閃,対策などについて記述 してみよ

う｡

汀 生果貯蔵の現状

琉 球 に お けるパイソアップ′L/卜只貯蔵の期間

汰,その利用法によって異なるが,加工原料 とし

て貯歳する場付 土2-7H間位て.1:場は業の関

係 rl.可票は短か く,冬実は長い｡次に/卜果販売キ

ロ的とした場合,特.'=県佃 ｣J.荷 を考慮すると,と

第 l表 パインアップル貯蔵中の経日的滅重変化 (夏実)

うしても3凋m内外の貯花期mが要求されよう｡

/1=_果貯蔵の方法としてほ,特に人lI的な処和を

施 しているわけではな く,果園か ら採取された朱

墨は,)川-Emとしてほ冠芽を除 き.ラグボックス

に詰め られ,T_場に運搬される工場では原料置場

にラグボ ックスに入ったまま加T.されるFl'T]ぎわま

で梢みかさねて保存されるO県外,lH.荷Jnの/日射王

冠芽をつけたままラグボ ックスに詰め ら九,二Lと

して便船により鹿児島港渡 しで出帯'1-さ)tるが,船

内 に は 特 別な保77-装TElを施 lている))けではな

い∩従って一般に洞爺が//'くり T'J.Ti'を悪化させて

いる現状が碩)711ろ ｡

= 減量試験結果

/くイソア ノプルkJ実,冬r)iのmL-:･kF卜に r'-ける経

rl的減 ‡11,:試験の精 一村 上第 1表.第2茨に,T(すとお

りてある｡
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2,779

第2表 パイン7･･/プル貯蔵中の経日的減量変化 (冬実)

冷 蔵 (4.50-6.5oC ) l 室 蔵 (230-25 .50C)
A I B 】 C l 計 I D I E 】 F l 計
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⊂表 1 備 考】

1. 供試果実は1968年9月22日伊豆昧パイン栽培農家

より,当日採果したものからスムースカイエン種

6個を選定し,A～Fとした｡

2.室蔵のD,F巣は後でキズ物であることがわかっ

た｡従って早く出汁,腐敗した｡

3. 試験中短日室温,冷蔵庫温度を測定したが,その

温度範囲は表の通りで,湿度は測定しなかった｡

4. 室蔵の差合計は10日日重までによって貸出した｡

5. 重量測度はヤマトの上皿程秤を用い24時間おきに

行なったo

r表 2 備 考】

1. 供試果実は1968年11月19日琉球贋連パイン工場の

屋部直営農場より,ノ＼ワイ系スムースカイエン種

の一部熱程度のものを採果しA～Fとした｡

2. 試験中毎日室温,冷蔵庫温度および室内湿度を測

定 した がその温度範囲は表の通りで湿度範匡削ま

54-85%であった｡

3. 重量測定は夏実と同様な機器を用い24時間おきに

行なった｡ (以下次号へ)

(比 嘉 信 書)
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